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梅
雨
明
け
が
例
年
よ
り
遅
れ
、

農
作
物
の
発
育
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。
平
野
部
の
作
柄
は
、

平
年
並
み
の
収
量
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
山
間
部
は
昨
年

同
様
、
日
照
不
足
の
影
響
が
災

い
し
平
年
を
下
回
る
こ
と
が
心

配
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
購
入
飼

料
の
価
格
高
騰
に
対
応
す
る
た

め
自
給
飼
料
の
生
産
に
力
を
注

い
で
る
方
々
は
、
今
後
の
作
柄

に
つ
い
て
心
配
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
天
候
の
回
復
と
と

も
に
収
穫
量
の
増
加
に
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

組
合
で
は
、
飼
料
の
高
騰
に

対
応
す
べ
く
配
合
・
粗
飼
料
利

用
奨
励
金
等
の
先
払
い
に
よ
り
、

経
営
安
定
に
寄
与
し
て
参
り
ま

す
。
ま
た
、
自
給
飼
料
の
増
産

に
向
け
た
事
業
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。
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た
運
動
を
展
開
し
て
行
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
相
馬
副
組
合
長

が
閉
会
を
宣
し
散
会
致
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
出
席
状
況

　

定
数　

百
九
十
名　

本
人
出
席
百
三
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れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
経
緯
等
を
述
べ
、

組
合
員
の
協
力
を
頂
き
関
東
生
乳
販
連

の
枠
内
に
収
め
る
事
が
出
来
た
こ
と
に

対
し
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｗ

Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
お
い

て
の
乳
製
品
の
除
外
要
請
に
触
れ
、
将

来
の
酪
農
経
営
が
安
心
し
て
営
む
こ
と

が
出
来
る
よ
う
継
続
的
に
運
動
を
行
う

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平

成
二
十
年
四
月
よ
り
関
東
生
乳
販
連
の

統
一
乳
価
テ
ー
ブ
ル
で
乳
代
を
支
払
う

こ
と
が
決
定
し
、
会
員
の
平
等
性
を
図

り
、
Ｃ
Ｓ
の
統
廃
合
・
集
送
乳
合
理
化

な
ど
経
費
の
節
減
と
有
利
販
売
に
繋
が

る
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。
組
合
事
業
に

つ
い
て
は
県
央
地
域
の
拠
点
整
備
を
行

い
、
ふ
れ
あ
い
牧
場
に
宇
都
宮
支
所
を

移
転
し
、
烏
山
事
業
所
を
統
合
す
る
な

ど
合
理
化
を
進
め
る
事
な
ど
を
含
め
、

六
年
度
の
経
過
・
七
年
度
の
事
業
方
針

に
つ
い
て
報
告
し
、
関
係
機
関
・
組
合

員
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、野
中
英
夫
県
農
務
部
長（
代

読
）
か
ら
祝
辞
を
頂
き
、
議
長
団
に
は
、

高
山
完
治
氏
（
上
三
川
町
）
八
木
沢
忠

夫
氏
（
那
須
塩
原
市
）
が
選
任
さ
れ
、

第
一
号
議
案
か
ら
第
八
号
議
案
ま
で
長

時
間
に
渡
り
慎
重
に
議
事
を
進
行
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　

第
一
号
議
案
で
は
、
執
行
部
よ
り
、

六
年
度
事
業
実
績
の
内
容
に
つ
い
て
詳

細
な
説
明
を
行
い
、
第
二
号
〜
第
五
号

議
案
、
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
、

第
六
号
議
案
栃
木
県
信
用
農
業
協
同
組

合
連
合
会
か
ら
の
脱
会
は
そ
れ
ぞ
れ
可

決
さ
れ
、
第
七
号
議
案
、
事
業
計
画
に

つ
い
て
は
、
昨
年
同
様
の
自
給
情
勢
か

ら
生
乳
計
画
生
産
の
必
要
性
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
理
解
と
協
力
を
お
願
い
す

る
と
共
に
、
飼
料
価
格
の
高
騰
に
対
応

す
る
た
め
供
給
価
格
の
低
減
に
努
め
、

指
導
事
業
の
充
実
・
県
央
地
域
の
施
設

合
理
化
・
遊
休
資
産
の
活
用
・
診
療
事

業
と
牧
場
事
業
に
つ
い
て
は
、
効
果
的

な
事
業
展
開
を
進
め
る
事
な
ど
を
説
明

し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
理
事

・
監
事
報
酬
（
第
八
号
議
案
）
も
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
Ｗ
Ｔ

Ｏ
及
び
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
関
す
る
特

別
決
議
を
行
い
、
農
畜
産
物
の
除
外
要

請
を
行
う
な
ど
、
組
織
の
総
力
を
挙
げ

　

第
六
回
通
常
総
代
会
を
六
月
二
十
八

日
、
高
根
沢
町
民
ホ
ー
ル
に
総
代
百
三

十
六
名
の
出
席
の
も
と
開
催
し
、
全
議

案
と
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
定
刻
午
前
十
二
時
に
定
足
数

を
満
た
し
、
菊
池
副
組
合
長
が
開
会
を

宣
し
ま
し
た
。
後
に
前
田
組
合
長
が
挨

拶
を
行
い
、
十
八
年
度
の
計
画
生
産
に

於
い
て
、
急
遽
減
産
型
に
変
更
し
な
け
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組 合 長 挨 拶

ご意見ご要望 議長団の八木沢忠夫氏(左)・高山完治氏(右)
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農
と
ち
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第
六
回
通
常
総
代
会
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平成18年度乳質共励会表彰名簿
連 続 賞県 表 彰組 合 員 名支 所 名表 彰 区 分
５ 年 連 続知 事 賞小 針　 秀 夫那須高原支所

最 優 秀 賞
２ 年 連 続知 事 賞松 井　 　 実宇 都 宮 支 所

知 事 賞駒 場　 　 久〃
２ 年 連 続知 事 賞加 藤　 俊 雄県 南 支 所
４ 年 連 続宍 戸　 英 樹那須高原支所

優 秀 賞

松 本　 俊 美〃
４ 年 連 続前 田　 宏 幸〃
５ 年 連 続小 林　 陽 子〃

森　 　 義 一〃
黒 羽　 源 治宇 都 宮 支 所
大 瀧　 信 夫県 南 支 所
羽 田　 　 栄宇 都 宮 支 所
㈲ＪＥＴファーム県 南 支 所
人 見　 菊 一那須高原支所

２ 年 連 続加 藤　 拓 央〃
桧 山　 正 人宇 都 宮 支 所
三 柴　 秀 夫県 南 支 所
猪 瀬　 良 一那須高原支所

優 良 賞

中 村　 信 夫〃
安 田　 　 守〃
要 田　 康 久〃
手 塚　 　 薫宇 都 宮 支 所
石 川　 市 郎県 南 支 所
伊 沢　 琢 磨〃
上 野　 幹 男那須高原支所
伊 藤　 謙 三〃
久 保　 幸 雄〃
小 口　 誠 一宇 都 宮 支 所
桧 山　 嘉 男〃
福 田　 英 一〃
山 本　 　 修〃
川 上　 一 幸県 南 支 所
人 見　 一 男那須高原支所
皆 川　 悦 郎〃
佐 藤　 栄 昭〃
和 田　 　 優〃
鈴 木　 英 夫〃
須 藤　 建 次宇 都 宮 支 所
岡 本　 秀 治〃

＊表彰区分毎・支所別に順位。また、同点の場合は順不同
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支
所
別
説
明
会

　

六
月
中
旬
、
支
所
別
説
明
会
を
三
会

場
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

本
組
合
は
総
代
制
を
採
用
し
て
お
り

ま
す
の
で
支
所
別
説
明
会
を
開
催
し
、

全
組
合
員
に
十
八
年
度
事
業
実
績
及
び

十
九
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
ご
報
告

し
、
皆
様
か
ら
ご
要
望
ご
意
見
等
を
頂

き
、
今
後
の
事
業
展
開
の
参
考
と
さ
せ

て
頂
く
た
め
毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
十
九
年
度
も
生
産
調
整
を
実

施
す
る
状
況
に
つ
い
て
、
そ
の
経
緯
と

今
後
の
対
応
、
飼
料
価
格
高
騰
に
対
す

る
組
合
で
の
対
応
等
に
つ
い
て
報
告
致

し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
、
ご
意
見
を
次
に
ま
と
め

ま
し
た
。

主
な
質
疑
ご
意
見
等

那
須
高
原
支
所

①
法
人
税
・
住
民
税
に
つ
い
て

②
配
当
金
に
つ
い
て

③
組
合
の
流
動
比
率
に
つ
い
て

④
今
後
の
職
員
数
に
つ
い
て

⑤
集
送
乳
経
費
及
び
管
理
費
に
つ
い
て

宇
都
宮
支
所

①
平
成
十
八
年
度
計
画
生
産
に
つ
い
て

　

販
売
量
予
測
方
法
に
つ
い
て

　

ペ
ナ
ル
テ
ィ
額
の
使
途
に
つ
い
て

　

駄
牛
淘
汰
事
業
に
つ
い
て

②
平
成
十
九
年
度
計
画
生
産
に
つ
い
て

　

四
〜
五
月
の
出
荷
実
績
に
つ
い
て

　

生
産
枠
見
直
し
に
つ
い
て

　

動
態
調
査
の
活
用
に
つ
い
て

　

実
施
要
領
に
つ
い
て

　

消
費
者
等
へ
の
酪
農
情
勢
周
知
に
つ

い
て

③
検
査
デ
ー
タ
の
携
帯
電
話
転
送
に
つ

い
て

④
Ｗ
Ｔ
Ｏ
及
び
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
特
別
決
議
に

つ
い
て

⑤
消
費
拡
大
に
つ
い
て

県
南
支
所

①
市
乳
事
業
実
績
に
つ
い
て

②
十
九
年
度
酪
農
部
事
業
に
つ
い
て

③
消
費
拡
大
の
取
組
み
に
つ
い
て

④
飼
料
価
格
高
騰
の
対
応
に
つ
い
て

⑤
環
境
配
慮
に
つ
い
て

⑥
グ
リ
コ
株
売
却
に
つ
い
て

⑦
遊
休
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

⑧
流
量
計
に
つ
い
て

十
六
名
、
書
面
議
決
三
十
三
名

　

主
な
質
疑
、
意
見
要
望
等

①
職
員
数
に
つ
い
て

②
栃
木
県
酪
連
承
継
後
の
承
継
事
業
の

収
支
に
つ
い
て

③
監
事
の
役
割
に
つ
い
て

④
飼
料
価
格
高
騰
の
対
応
つ
い
て

⑤
乳
価
低
迷
の
対
応
に
つ
い
て

⑥
牛
乳
消
費
低
迷
の
対
応
に
つ
い
て

⑦
理
事
・
監
事
の
報
酬
に
つ
い
て

⑧
有
償
枠
に
つ
い
て

⑨
学
乳
向
け
牛
乳
の
容
量
増
に
つ
い
て

　

ま
た
席
上
、
乳
質
共
励
会
の
表
彰
が

行
わ
れ
、
組
合
表
彰
・
県
表
彰
等
の
各

受
賞
者
に
、
日
頃
の
乳
質
向
上
に
対
す

る
努
力
を
賞
し
ま
し
た
。

�� ���������������������������
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五
月
二
十
六
、

二
十
七
日
に
開

催
さ
れ
た
北
海

道
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ

ウ
に
て
、
当
組

合
の
中
山
真
介

氏
（
那
須
烏
山
市
）
が
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し
た
。
歴
史
あ
る

北
海
道
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ
に
お
い
て
、
道

外
か
ら
の
出
品
が
認
め
ら
れ
て
い
る
も

の
の
入
賞
は
極
め
て
難
し
く
、
中
山
氏

の
改
良
の
成
果
に
賞
賛
す
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

七
月
十
九
日
に
宇
都
宮
市
「
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
」
に
お
い
て
、
栃
木
県

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会
主
催
で
受

賞
祝
賀
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
志
会

会
長
狸
塚
信
夫
会
長
を
始
め
、
来
賓
に

は
栃
木
県
畜
産
振
興
課
長
吉
沢
崇
氏
、

審
査
員
の
中
川
尚
人
氏
ら
が
出
席
し
、

　

七
月
二
日
、
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

公
園
内
に
お
い
て
全
国
酪
農
民
代
表
者

緊
急
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
政
府

間
に
お
け
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
・
豪
州
と
の

Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
が
本
格
化
す
る
中
、
消
費

者
及
び
行
政
に
理
解
を
得
る
べ
く
、
約

千
人
が
集
ま
る
大
き
な
集
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

牛
乳
の
消
費
が
悪
化
す
る
一
方
で
、

エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
に
使
わ
れ
る
穀
物
の

需
要
増
に
伴
い
、
と
う
も
ろ
こ
し
を
中

心
と
し
た
価
格
の
急
騰
に
よ
り
配
合
飼

料
の
価
格
が
上
昇
し
、
生
産
者
は
苦
し

い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
消
費
者
に
訴
え
、

も
う
一
杯
牛
乳
を
飲
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
、
デ
モ
行
進
、
駅
周
辺
で
の
チ
ラ
シ
� �����������������������������������������������������������

の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
天
気
の
中
で
の
集
会
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
諸
問
題
に
つ
い
て

大
き
な
ア
ピ
ー
ル
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

名号：エスペランサ　レブロン　レイジー　ファースト　ダーハムＥＴ
生年月日：Ｈ12.9.13　　父：レーガンエルトンダーハムＥＴ
繁殖者：エスペランサ　ホルスタインオーナーズクラブ
検定成績：乳量11,133㎏、F4.0％、P3.2％、SNF8.7％
審査成績：94点

北
海
道
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ

中
山
真
介
氏
が
頂
点
に
立
つ

盛
大
な
祝
賀
会
と
な
り
ま
し
た
。
中
山

氏
は
謝
辞
の
中
で
、「
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
を
受
賞
で
き
た
の
は
自
分
の
力

だ
け
で
は
な
く
、
親
父
の
代
か
ら
乳
牛

改
良
に
取
組
ん
で
き
た
こ
と
、
地
域
の

方
を
は
じ
め
改
良
同
志
会
の
メ
ン
バ
ー
、

市
、
県
の
ご
支
援
の
賜
物
で
す
。」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
那
須
烏
山
市
で
の
受
賞

祝
賀
会
の
様
子
は
、
五
ペ
ー
ジ
の
東
西

南
北
の
宇
都
宮
支
所
を
ご
覧
下
さ
い
。

全
国
酪
農
民
代
表
者
緊
急
集
会

� ���������������������
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那
須
高
原
支
所

―
各
種
団
体
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
―

　
　
　
　
　
　
　
　

『
牛
乳
を
Ｐ
Ｒ
』

　

六
月
二
十
四
日
（
日
）
那
須
塩
原
市

黒
磯
消
防
団
主
催
に
よ
る
『
第
７
回
く

ろ
い
そ
消
防
ま
つ
り
』
に
出
店
協
力
し
、

消
防
団
員
・
消
費
者
等
に
那
須
だ
い
す

き
牛
乳
の
取
扱
い
販
売
店
の
紹
介
・
試

飲
・
販
売
を
行
い
、
牛
乳
の
美
味
し
さ

・
価
値
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
消
費
の
拡
大
運

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
七
月
八
日
（
日
）
那
須
町
経

済
四
団
体
（
那
須
観
光
協
会
・
那
須
町

商
工
会
・
Ｊ
Ａ
な
す
の
・
那
須
町
森
林

組
合
）
主
催
に
よ
る
『
２
０
０
７
那
須

フ
ェ
ア
』
が
那
須
高
原
友
愛
の
森
で
開

催
さ
れ
、
酪
農
と
ち
ぎ
女
性
会
那
須
支

部
（
支
部
長
・
磯 
由
起
子
）
並
び
に
青

年
部
那
須
支
部

（
支
部
長
・
石

川 
正
勝
）を
中

心
と
す
る
総
勢

十
名
で
牛
乳
の

Ｐ
Ｒ
と
消
費
拡

大
を
目
的
に
こ

の
イ
ベ
ン
ト
に

出
店
し
、
那
須
だ
い
す
き
牛
乳
を
試
飲

販
売
し
ま
し
た
。
こ
の
日
の
天
気
は
イ

ベ
ン
ト
向
き
と
は
言
い
難
い
も
の
で
し

た
が
、
子
狐
太
鼓
に
始
ま
り
そ
の
後
各

団
体
が
企
画
し
た
催
し
が
な
さ
れ
、
観

光
客
な
ど
を
含
め
二
千
人
以
上
が
会
場

を
訪
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ェ
ア
出
店

数
も
二
十
店
以
上
で
、
酪
農
と
ち
ぎ
テ

ン
ト
で
は
牛
乳
の
価
値
を
消
費
者
に
訴

え
な
が
ら
、
那
須
だ
い
す
き
牛
乳
を
味

わ
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
も
あ

り
、
午
後
に
は
ほ
ぼ
完
売
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
機
会
あ
る

毎
に
、
牛
乳
の
本
当
の
良
さ
と
価
値
に

つ
い
て
Ｐ
Ｒ
し
消
費
の
拡
大
に
取
組
ん

で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

宇
都
宮
支
所

　

中
山
真
介
氏　

北
海
道
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ

ウ
・
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
受
賞
祝

賀
会
開
催

　

平
成
十
九
年
七
月
五
日
、
那
須
烏
山

市
岩
子
の
大
金
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お

い
て
那
須
烏
山
市
酪
農
組
合
と
那
須
南

地
域
酪
農
組
合
の
共
催
に
よ
る
中
山
真

介
氏
（
那
須
烏
山
市
小
倉
）
二
〇
〇
七

年
北
海
道
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ
・
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
受
賞
祝
賀
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
に
は

来
賓
の
ほ
か
地

域
酪
農
組
合
員

並
び
に
関
係
者

合
わ
せ
て
約
五

十
余
名
が
参
加

し
盛
大
に
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
は
発
起

人
代
表
と
し
て
那
須
烏
山
市
酪
農
組
合

長
の
中
山
茂
広
氏
が
「
都
府
県
で
の
受

賞
は
愛
知
県
以
来
で
実
に
三
十
三
年
ぶ

り
の
快
挙
で
あ
る
。」と
の
挨
拶
が
あ
り
、

続
い
て
来
賓
祝
辞
と
し
て
那
須
烏
山
市

大
谷
市
長
、
南
那
須
農
業
振
興
事
務
所

福
田
経
営
普
及
部
長
、
酪
農
と
ち
ぎ
菊

池
副
組
合
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
た
後
、
記
念
品
・
花
束
が
贈
呈

さ
れ
、
受
賞
さ
れ
た
中
山
真
介
氏
よ
り

喜
び
の
感
想
と
「
こ
の
受
賞
は
私
た
ち

の
喜
び
だ
け
で
な
く
県
を
は
じ
め
地
域
、

同
志
会
な
ど
の
支
援
い
た
だ
い
た
こ
と

か
ら
こ
の
よ
う
な
受
賞
が
い
た
だ
け
た

と
感
謝
致
し
ま
す
。」と
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

二
〇
一
〇
年
に
北
海
道
で
開
催
さ
れ

る
全
共
の
前
哨
戦
で
、
栄
誉
あ
る
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
受
賞
に
対
し
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
と
も
乳
牛
改
良
に
精
進
さ
れ
ま
す

よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

県
南
支
所

　

『
女
性
会
芳
賀
支
部
視
察
研
修
』

　

去
る
六
月
二
十
九
日
、
女
性
会
芳
賀

支
部
（
支
部
長　

大
島
知
子
）
は
、
福

島
県
矢
吹
町
に
あ
る
全
酪
連
酪
農
技
術

研
究
所
を
視
察
し
ま
し
た
。
�
強
化�
哺

育
用
代
用
乳
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

『
カ
ー
フ
ト
ッ
プ
Ｅ
Ｘ
』
と
、
標
準
体

系
と
の
比
較
試
験
説
明
を
始
め
、
新
製

品
で
あ
る
和
牛
・
Ｆ
１
子
牛�
強
化�

哺
育
用
『
カ
ー
フ
ト
ッ
プ
Ｅ
Ｘ
ブ
ラ
ッ

ク
』
の
製
品
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

施
設
内
見
学
に
お
い
て
は
、
実
際
に

�
強
化�
哺
育
体
系
と
標
準
体
系
で
飼

養
さ
れ
て
い
る
牛
を
前
に
、
全
酪
連
職

員
の
説
明
を
熱
心
に
聞
き
入
り
、
ま
た

質
問
を
投
げ
か
け
て
お
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
牛
舎
内
に
は
、
フ
ィ
ス
テ
ル

装
着
牛
以
外
に
も
、
デ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
剤

開
発
に
向
け
て
、
牛
体
へ
の
薬
剤
感
受

性
試
験
を
行
っ
て
い
る
個
体
も
お
り
、

「
私
達
の
化
粧
品
開
発
と
一
緒
だ
わ
」

と
感
心
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

一
頭
一
頭
、
牛

の
状
態
に
あ
わ
せ

た
細
や
か
な
管
理

や
試
験
の
様
子
等

を
目
に
し
、
有
意

義
な
研
修
を
行
な

い
ま
し
た
。

�

�

�

�

���
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と
な
り
ま
し
た
。

　

関
東
の
六
月
の
特
定
乳
製
品
向
け
に

つ
い
て
は
五
・
一
二
％
（
前
年
五
・
七

六
％
）
と
前
年
よ
り
加
工
率
は
若
干
減

少
し
ま
し
た
が
、
飲
用
牛
乳
向
け
は
三

・
三
％
の
減
、
累
計
に
お
い
て
も
四
・

五
％
の
減
と
飲
用
需
要
の
低
迷
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
六
月
の
は
っ
酵

乳
向
け
に
つ
い
て
は
前
年
比
九
八
・
〇

％
（
累
計
一
〇
〇
・
八
％
）
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

全
国
の
生
乳
生
産
量
に
お
い
て
も
六

月
度
（
前
年
比
）
九
七
・
九
％
、
累
計

実
績
で
は
九
八
・
〇
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

組
合
に
お
け
る
六
月
度
乳
質
成
績
は
、

脂
肪
率
が
三
・
七
九
％
、
無
脂
固
形
分

率
は
八
・
七
〇
％
と
な
り
ま
し
た
。
細

胞
数
に
つ
い
て
は
六
月
に
お
い
て
も
前

年
を
下
回
る
一
九
・
七
万
（
前
年
二
〇

・
四
万
）
の
好
成
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

六
月
迄
の
乳
量
及
び
乳
質
成
績
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。

　

関
東
に
お
い
て
は
、
飲
用
需
要
の
停

滞
等
に
よ
り
飲
用
向
け
牛
乳
の
減
少
は

生
乳
販
売
課

　

六
月
度
の
生
乳
生
産
量
は
、
一
八
、

二
三
三
ト
ン
、
前
年
比
九
九
・
一
％
と

な
り
ま
し
た
。

　

支
所
別
生
乳
生
産
量
を
み
る
と
、
那

須
高
原
支
所
に
お
い
て
は
前
年
比
九
八

・
〇
％
、
宇
都
宮
支
所
一
〇
三
・
五
％
、

県
南
支
所
九
八
・
七
％
の
実
績
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
四
月
か
ら
六
月
ま
で
の
累
計

生
乳
生
産
量
は
四
八
、六
四
七
ト
ン（
前

年
比
九
六
・
一
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

支
所
別
の
累
計
生
乳
生
産
量
を
み
る
と
、

那
須
高
原
支
所
に
お
い
て
は
三
三
、
三

七
一
ト
ン
（
前
年
比
九
四
・
八
％
）、
宇

都
宮
支
所
六
、
二
六
四
ト
ン
（
九
九
・

九
％
）、県
南
支
所
九
、〇
一
一
ト
ン（
九

六
・
六
％
）の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

六
月
度
、
関
東
に
お
い
て
は
前
年
比

九
六
・
六
％
で
累
計
で
は
九
五
・
八
％

�
�
�
���

�　脂肪率の推移 �　乳量の推移

�　体細胞数の推移 �　無脂乳固形分率の推移



酪農とちぎ農業協同組合　2007. 8.10●7

７月ホクレン初妊牛市場成績
〔単位：円（税込）〕平成19年７月

平　 均最　 低最　 高平均体重成立頭数種　 別市場名

５０,０６９１,０５０７６,６５０５８８７ホルス雄
　
　

日

15西
那
須
野

１３０,４１７３１,５５０１８０,５００５４５８Ｆ１雄

８２,５６８８,３６０１１５,５００５１６３Ｆ１雌

５８,７５０１５,０００７５,０００８９８ホルス雄
　
　

日

17館　

林
１７７,７７８１４１,０００２１０,０００９４２７Ｆ１雄

１１４,８５２７２,０００１５７,０００８５２７Ｆ１雌

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

家 畜 市 場 成 績

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

あ
る
も
の
の
、
現
下
の
生
産
状
況
、
七

月
以
降
の
需
給
動
向
を
見
据
え
な
が
ら

平
成
十
九
年
度
会
員
に
対
す
る
月
別
販

売
目
標
数
量
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と

な
り
、
本
組
合
に
お
い
て
も
関
東
生
販

連
の
期
中
見
直
し
に
基
づ
き
検
討
し
て

参
り
ま
す
。

　

組
合
で
期
中
見
直
し
を
進
め
る
に
あ

た
り
、
今
後
、
組
合
員
の
皆
様
に
各
種

調
査
等
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
ご
協
力
を
下
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

酪
農
部

女
性
会
本
部
通
常
総
会

　

六
月
八
日
、
高
根
沢
町
元
気
あ
っ
ぷ

む
ら
に
お
い
て
、
酪
農
と
ち
ぎ
女
性
会

第
六
回
通
常
総
代
会
（
会
長　

大
島
知

子
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
大
田
原
支
部
の
渡
辺
陽
子
さ

ん
が
選
任
さ
れ
、
執
行
部
よ
り
提
出
さ

れ
た
全
議
案
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
度
の
女
性
会
の
統
一
テ
ー
マ
は

「
牛
乳
を
知
ろ
う
、
広
め
よ
う
」

「
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
記
録
、
保
管
を

徹
底
し
よ
う
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
私

達
生
産
者
が
自
ら
の
生
産
物
を
知
り
、

消
費
者
に
安
全
と
安
心
を
届
け
る
た
め

に
行
動
を
起
こ
す
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
近
日
中
に
、
会
員
の
皆
様
に

統
一
テ
ー
マ
標
語
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

必
ず
生
乳
処
理
室
に
掲
げ
て
下
さ
い
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

青
年
部
本
部
活
動

　

六
月
四
日
、
酪
農
と
ち
ぎ
本
所
に
お

い
て
、
酪
農
と
ち
ぎ
青
年
部
第
六
回
通

常
総
代
会
（
部
長　

相
馬
義
樹
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
に
芳
賀
支
部
の

大
木
宏
泰
氏
が
選
任
さ
れ
、
執
行
部
よ

り
提
出
さ
れ
た
全
議
案
は
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
厳
し
い
酪
農
情
勢
を

乗
り
切
る
た
め
、
酪
農
技
術
向
上
の
研

鑽
は
も
ち
ろ
ん
、
消
費
者
へ
の
酪
農
理

解
促
進
活
動
や
、
後
継
者
対
策
事
業
に
� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

七
月
二
十
六
日
、
西
那
須
野
運
動
公

園
に
お
い
て
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
、
天
候
に
は
恵
ま
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
熱
気
の
こ
も
っ
た
大
会
と

な
り
ま
し
た
。
試
合
結
果
は
、
優
勝
那

須
Ａ
チ
ー
ム
、
準
優
勝
黒
磯
Ｂ
チ
ー
ム

で
し
た
。
部
員
に
皆
様
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
。

〔単位：頭，千円（税込）〕

551　
 以上

501　
 ～550

451　
 ～500

401　
 ～450

～400
平均
価格

成立
頭数

開催日市場名

3920792571534325487月 5日十　　勝

537695184441977月13日釧　　路

111321161144152747月11日豊　　富

117110160634363517月12日根　　室

8240119814222507月 4日北　　見

74333377474294301,620合　　計

68402447773814301,510前　　月

71321313759793891,588前年同月

※上記金額にはＥＴ妊牛価格を含みます。
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五
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�二
 
　

五
月
分
生
産
者
支
払
乳
価
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

平
成
十
八
年
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

　

�二
 
　

剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て

　

�三
 
　

四
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

　

�四
 
　

平
成
十
九
年
度
酪
農
生
産
基
盤

維
持
対
策
に
つ
い
て

　

�五
 
　

栃
木
県
畜
産
協
会
理
事
候
補
者

の
推
薦
に
つ
い
て

　

�六
 
　

栃
木
明
治
牛
乳
㈱
の
株
式
売
却

に
つ
い
て

　

�七
 
　

理
事
・
監
事
選
出
地
域
別
定
数

の
見
直
し
に
つ
い
て

六
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�二
 
　

支
所
別
地
域
説
明
会
結
果
報
告

に
つ
い
て

　

�三
 
　

六
月
分
生
産
者
支
払
乳
価
に
つ
い
て

　

�四
 
　

関
連
会
社（
栃
木
明
治
牛
乳
㈱
）

の
業
務
報
告
に
つ
い
て

　

�五
 
　

職
員
人
事
に
つ
い
て

��
��
��
��
��
��

定
番
商
品
に
な
る
よ
う
、
継
続
的
に
購

入
活
動
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

女
性
会
活
動
報
告
Ⅵ

　

今
回
は
、
河
内
南
部
・
下
都
賀
支
部

（
支
部
長　

栗
崎
澄
枝
）
の
活
動
を
報

告
し
ま
す
。
当
女
性
会
で
は
、
恒
例
の

研
修
会
に
加
え
、
昨
年
度
は
『
牛
乳
を

知
ろ
う
、
広
め
よ
う
』
と
組
合
市
乳
販

売
課
と
共
に
支
部
役
員
が
牛
乳
消
費
拡

大
運
動
に
取
組
み
ま
し
た
。
現
在
ま
で

に
計
五
回
（
八
月
＝
な
か
が
わ
水
遊
園
、

九
月
＝
那
須
ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
、
十

月
＝
栃
木
県
酪
農
フ
ェ
ア
・
明
保
小
学

校
祭
り
・
小
山
Ｔ
マ
ー
ト
）
実
施
し
、

牛
乳
の
試
飲
や
バ
タ
ー
作
り
体
験
等
を

行
い
ま
し
た
。

　

牛
乳
の
試
飲
で
は
、「
私
た
ち
が
搾
っ

た
、
お
い
し
い
牛
乳
で
す
。
ど
う
ぞ
」

等
と
多
く
の
方
に
積
極
的
に
声
を
掛
け
、

な
か
な
か
の
す
す
め
上
手
。「
お
い
し

い
」「
牛
乳
の
甘
み
を
感
じ
る
」
等
の
感

想
や
販
売
店
の
問
い
合
わ
せ
、「
も
う
一

杯
」
と
お
か
わ
り
に
来
る
子
供
等
、
生

産
者
と
し
て
嬉
し
い
手
応
え
が
あ
り
ま

し
た
。
バ
タ
ー
作
り
体
験
で
は
、
子
供

達
は
生
ク
リ
ー
ム
の
入
っ
た
カ
ッ
プ
を

精
一
杯
振
り
、
バ
タ
ー
に
変
化
す
る
様

子
に
興
味
津
々
。
ど
ん
な
バ
タ
ー
が
出

来
た
か
見
せ
合
っ
た
り
、
途
中
で
疲
れ

て
親
の
出
番
と
な
っ
た
り
、
一
味
違
う

出
来
立
て
の
バ
タ
ー
を
ク
ラ
ッ
カ
ー
に

つ
け
て
「
お
い
し
い
」
と
頬
張
っ
た
り

等
々
、
大
変
楽
し
ま
れ
た
様
子
で
し
た
。

　

近
年
の
牛
乳
を
巡
る
状
況
下
か
ら
、

消
費
者
に
も
っ
と
牛
乳
に
つ
い
て
知
っ
て

頂
き
、
少
し
で
も

消
費
の
拡
大
に
繋

が
れ
ば
と
願
わ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。
今
回
の
活
動

は
、
生
産
者
自
ら

が
牛
乳
の
お
い
し

さ
・
栄
養
や
価
値

な
ど
を
消
費
者
に

伝
え
る
、
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

協
議
事
項

　

�一
 
　

五
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

　

�二
 
　

新
生
酪
農
㈱
か
ら
の
脱
退
及
び

出
資
金
の
払
い
戻
し
に
つ
い
て

　

�三
 
　

夏
季
手
当
に
つ
い
て

臨
時
理
事
会

協
議
事
項

　

�一
 
　

建
設
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　

�二
 
　

宇
都
宮
支
所
新
設
の
基
本
設
計

　

�三
 
　

ふ
れ
あ
い
牧
場
休
憩
直
売
所
の

補
修
工
事
に
つ
い
て

　

�四
 
　

栃
木
県
畜
産
農
業
協
同
組
合
連

合
会
役
員
改
選
に
伴
う
理
事
及
び

監
事
の
推
薦
に
つ
い
て

�
�
�
�

　

那
須
だ
い
す
き
牛
乳
使
用
の

　

「
ホ
ワ
イ
ト
ケ
ー
キ
」
が

　

山
崎
製
パ
ン
か
ら
新
発
売
！

　

七
月
か
ら
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
を
は

じ
め
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
を
中
心
に
栃

木
、
茨
城
、
埼
玉
の
一
部
量
販
店
で
発

売
を
開
始
致
し

ま
し
た
。
と
て

も
ま
ろ
や
か
な

味
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
買
い
求

め
頂
き
お
店
の


